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流通合理化の部 

Ｑ 
乳業の合理化を

進めることは賛

成だが、地域の

特色ある乳製品

を生産していくとも重要。生

産者が直接乳製品を製造する

ミニ・プラントについては、

むしろ、支援が必要ではない

か。 

A 
我が国の乳業工場は

欧米に比べ処理量が

少なく、生産効率が

低いことから、乳業工

場の再編統合などによる合理化

を進めることが必要となっていま

す。 

 しかしながら、最近、各地で取

り組みが盛んとなっている、いわ

ゆるミニ・プラントについては生

産者自らが消費者ニーズを捉

え、付加価値の高い畜産物を

生産するなどのメリットがあるこ

とからこれを支援していくことと

しています。 

 このため、乳業の合理化目標

は生乳処理量が日量２トン未満

の工場は除いています。 

Q 
乳製品の消費拡大

のために具体的にど

のようなことに取り組

んでいくのですか。 A 
乳製品は、消費者の健

康志向、本物志向等の

ニーズを背景に順調に

消費が伸びてきました。 

 これからも、商品開発や消費

者に対して適切な情報の提供

や正しい知識の普及に努めるこ

とで、可能な限り国産生乳を利

用した乳製品が選択されるよう

にしていきたいと考えています。 

 

 また、１０代後半から２０代前半

で牛乳飲用が停滞することに対

応し、若年令層へのＰＲの展

開、「牛乳を楽しむ」新しい消費

スタイルの提案とともに宅配牛

乳の復活など流通チャンネルの

多様化などもよく考えて、きめ細

かく重点的な対策を展開する必

要があります。 

①乳業 
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資料：（社）全国牛乳普及協会「牛乳乳製品の消費動向に関する調査」
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② 肉用牛・牛肉 

Ｑ 
肉用牛の流通合

理化のため、家

畜市場の再編合

理化が必要との

ことですが､離島や中山間地な

どでは家畜市場の存在は欠か

せないものです｡こうした遠隔

地こそ､家畜市場の充実を図る

べきではないですか。 

A 
肥育農家の大型化､

交通網の発達等に

伴って､家畜市場も一

定規模以上の上場頭

数を備えることが求められてお

り､市場運営上も効率的なた

め、再編整備は重要な課題で

す。 

 このため、今回の基本方針か

ら新たに､家畜市場の合理化の

目標を定めましたが､離島など

では統合が困難なため､その対

象とはしていません。 

 こういった地域では飼養頭数

の増加を図り､産地づくりを進め

ることが重要だと考えます。 

Q 
乳業ではＨＡＣＣＰ

の普及目標を掲げ

ているのに，牛肉の

処理について，ＨＡ

ＣＣＰの普及目標を掲げないの

はなぜですか。 

A 
牛肉を始め食肉の衛

生的な処理を行うこと

は、乳製品同様に重

要なことですが、牛肉

については既にＨＡＣＣＰの考

え方に沿った管理手法が導入さ

れています。 

 このため、酪肉基本方針で

は、あえて食肉処理のＨＡＣＣ

Ｐについて目標を掲げる必要は

ないと判断したものです。 

多くの購買者でにぎわう家畜市場 
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①新技術の開発/普及 

②情報化社会への対応 

Ｑ 
クローン牛のよ

うに消費者に

とって関心の高

い新技術につい

ては､一層の情報開示に努める

べきではないですか｡ 

A 
 畜産分野の新技術

の開発・普及は､コスト

低減､品質の安定など

生産者にとって､大き

なメリットがあることから、今後と

も､産官学が連携して進めてい

く必要があります。 

 その場合､最終的な受益者と

もいえる消費者の理解を得なが

ら進めることは極めて重要であ

ると考え､新技術の内容､進展

状況､生産者・消費者へのメリッ

トの説明など正しい情報を、イン

ターネット等も利用して開示に努

めて行きたいと考えています。 

Q 
生産者､消費者が畜

産に関する様々な情

報を共有するととも

に、それぞれの立場

から情報発信することができる

ような環境を整備すべきではな

いですか。 

A 
畜産経営の安定的な

発展のためには､販売

する畜産物や原材料

の日々の市況動向､

消費者ニーズのゆくえ､日進月

歩の技術情報など､様々な情報

が必要です。 

 

 パーソナルコンピュータの普及

に伴い､経営支援プログラム､イ

ンターネットなどの活用につい

て、ＬＩＮの充実､経営者データ

ベース､個体管理システムの開

発等に努めるとともに､生産者と

消費者とが双方向に情報交換

できる「場づくり」を進めること

で、生産者と消費者の相互理

解を進めたいと考えています。 

その他の重要事項の部 

畜産情報ネットワーク (LIN)は畜産
に関する情報の宝庫。 

消費者向け情報も充実しています。 
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③消費者との連携 

④有機性資源の利用 

A 
畜産物という食料を

生産する以上､消費

者あっての生産者で

あり、生産者あっての

消費者であると思います。 

 

 畜産の生産現場が消費者か

ら見て分かりにくい、生産者も消

費者の求めるものがよく分から

ない、といったジレンマを解消す

るために､消費者と生産者との

パートナーシップを助長するよ

う､ふれあい牧場の整備､教育

ファームの普及などを通じた相

互理解のお手伝いをして行きた

いと考えています。 

Q 
国内資源を有効に

活用して自給率を向

上するために、食べ

残しや食品工場から

廃棄される残さなどを再利用す

るべきではないですか。 

A 
食べ残し､食品産業

から排出される食品

残さなどについては、

最近、その飼料とし

ての再利用を進める動きが活

発になってきました。 

 大手のコンビニになどもお弁

当の残りなどを飼料化して再利

用する試みなどに取り組んでい

ます。 

 食品残さは水分が高

いことや脂肪分が多い

こと､夾雑物が混入して

いることなどの問題はあ

りますが､今後そうした

課題の解決に努め、自

給率の向上やコスト低

減の観点から積極的に

取り組んでいく必要が

あると考えています。 

Ｑ 
生産者と消費者

を対立的に考え

ないで、もっと

一体的にとらえ

た施策を進める必要があると

思うのですが。 

食品廃棄物の排出量

31%

51%

18%

一般廃棄物･家庭系 

一般廃棄物･事業系 
産業廃棄物･食品産業 
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  酪肉基本方針は､畜産振興審議会における熱心な議論と
併せ､生産者､流通関係者との数次にわたる意見交換を踏

まえ、まとめたものです。 

 同じように、飼料増産推進計画､家畜改良増殖目標もま

とめられました。これらの計画は、さらに今後の都道府

県等での計画作成､目標達成にための様々な取組みを通じ

て､実現していこうとするものです。 

 そういう意味では、まだ完成途上のものであり、これ

からの関係者の皆さんの参加､協力を得て､「魂」が込め

られるのだと考えています。 

 ですから、どうか、「役所が作った実現不可能な計

画」などと決め付けないで､ともに考え､ともに実行し､意

義あるものに育て上げてください。 

 「21世紀の畜産」を磐石のものとするために。 
                  （事務局より） 

「酪肉基本方針」をよりよく理解して 

いただくために 

酪肉基本方針等に関するご質問、ご意見などを受け付けていま

す。くわしくは下記までお問い合わせください。 

事務局：畜産局畜産経営課 

酪肉基本方針に関すること  

   畜産局畜産経営課  ０３（３５０１）３８８１ 

   畜産局牛乳乳製品課 ０３（３５０１）１０１８ 

   畜産局食肉鶏卵課  ０３（３５０１）３７７６ 

家畜改良増殖目標に関すること 

   畜産局家畜生産課  ０３（３５０１）３７７７ 

飼料増産推進計画に関すること 

   畜産局自給飼料課  ０３（３５０１）３７７８ 

2 1世紀に向けた 
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